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序

 パ ー ソナ リテ ィを 把 握 す る のに は 非 常 に 多 くの

方 法 が あ る 。図1は ナ ル ポ ー トG.W.が 人 格 心 理

学(1)で ま とめ た パ ー ソナ リテ ィ評 価 方 法 の分 類

で あ る 。 この 図 の 当 否 は 別 と して 凡 そ ， この よ う

な ものになるとい う点に関 しては大方のパーソナ

リティ研究者に異存はないと思われる。われわれ

も同様である。

 そこで，次の問題はこれらの技法の中のどれを
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どの様 に組 合 せ るか とい うこ とで あ る 。

 これ は ， 当 然 ， 目的 ， 被 検 査 者 ， 時 間 的 条 件 な

どに よ り様 々 に な る。従 って 画 一 的 な 方 法 は な

いo

 併 し， いわ ゆ る 「パ ー ソナ リテ ィ診 断 」 を 想 定

した場 合 に， 基 本 的 な 枠 組 は 或 る程 度 考 え られ る

し， 又 ， 考 え て お く方 が 好 都 合 で あ ろ う。

 そ の場 合 の 基 本 的 な枠 組 と して わ れ わ れ は 図2

の よ うな パ ー ソナ リテ ィの構 造 を考 え た 。r性格 は

顔 で分 か る」 槇 田 仁(7)こ れ はWAI技 法 に よる

自己像 に つ い て の一 連 の実 証 的 研 究 の結 果 得 られ

た も ので あ る 。具 体 的 に はrWhoAm I?」 とい

う質 問 に20通 りの 答 を 書 い て も ら う。 これ を 多

数 の 人 に答 え て も らっ た もの を整 理 ・分 析 した も

の で あ る。(詳 細 は巻 末 の文 献 参 照 。2.5.6.)こ れ

を見 る と自 己意 識(÷ パ ー ソナ リテ ィ)の 中 味 は

凡 そ7つ の グル ー プに ま とめ る こ とが で き る 。

 そ の中 の “社 会 ”“家 庭 ”の グル ー プは主 に環 境

的要 因 で あ る。“身 体 ”“知 能 ”“気 質 ”は主 に 素 材
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自己意識 よ リ見たパーソナ リティの構造

的部 分 で あ る。そ して “力 動 ”“指 向”が そ の 人 ら

しい “生 き方 ”“ライ フ ・ス タ イ ル ”に 関す る部 分

で あ る。

  また ， これ らは 見 方 を 変 え る と， “社 会 ・生 物 的

基礎 ” に 当 た る部 分 とい わ ゆ る “性 格 ”， “指 向 ”

とい う部 分 に分 け てみ る こ と もで き る。

 この よ うに考 え る と 「パ ー ソナ リテ ィ診 断 」 と

は 図2の よ うな ス キ ー ムの 一 部 又 は 全 体 を 図1の

よ うな 技 法 を 適 宜 組 合 せ て 把 握 す る こ と とい え

るo

 これ に は無 数 の組 合 せ が あ りう るが ， 著 者 は 基

本 的 に はSCT， WAI， Dosefu， PRTを ベ ー スに

す る こ とに した 。(3.4.5.6.8.9)

 そ の理 由 は2つ あ る 。第1は ， ①SCTは ス キ

ー ム全 体 を広 く浅 く把 握 で き る
。 そ の上 で パ ー ソ

ナ リテ ィの核 心 部 分 で あ る 自己像 を ②WAIに

よ って ， 更 に興 味 の 指 向 して い る方 向 を ③Do・

sefuに ょっ て，更 に， そ の 人 の “生 ”に 対 す る関

わ り， 方 生 活 感 情 をPRTに よ って 把 握 す る とい

うのが 基 本 と して 必 要 で あ ろ うと考 え た か らで あ

る。

 第2の 理 由 は ， そ れ らに つ い て 出来 れ ぽ “言語

反 応 ” に よ る “被 検 査 者 の 自発 的表 現 ” で把 えた

い とい う こ とで あ る。

 こ う書 い て も， わ れ わ れ は 別 に “共 通 特 性 ” や
“数 量 的把 握 ”を 排 析 しよ うとい うので は な い

。そ

れ ら の も のは パ ー ソナ リテ ィを把 握 す る場 合 の 基

礎 と して 充 分 踏 まえ る こ とが 必要 な の は云 うま で

もな い。

 これ は パ ー ソナ リテ ィ研 究 に於 け る “法 則 定 立

的(nomothetic)” な 方 法 と “個 性 記 述 的(idio.

graphic)” な方 法 の 問題 で あ る。

 そ して ， 著 者 は パ ー ソナ リテ ィの理 解 に は つ ね

に ， この 両 者 を 併用 す る こ とが 必要 で あ る と力説

して きた 。 併 し，特 定 の個 人一一一個 性 を もち， 独

自な個 人 ， そ の トー タ ル ・パ ー ソナ リテ ィー 一を

了 解 す るた め に は殊 に 個 性 記 述 的 把 握 が 不 可 欠 で

あ る 。そ して， そ のた め に は 「オ シ キ セ 」 で な い

被 検 査 者 の 自発 的表 現 が 望 ま しい とい うこ とで あ

る。 勿論 ，言 語 以外 の表 出行 動 そ の 他 も得 られ れ

ば 尚 ，結 構 で あ る。併 し， 反 応 の曖 昧 さ， そ こか

ら く る解 釈 の 多義 性 ， 時 間 ， 施 行 の簡 便 さそ の他
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の条 件 を 考 え 合 せ る と先 ず “言 語 ” に よ る表 現 が

望 ま しい とい うこ とで あ る。

 そ して ，そ の他 に “必要 な もの ”“入 手 可能 な も

の ” を 随 時 ， 加 え て い け ば よい 。 例 え ば ，知 能 検

査 そ の 他 の能 力 検 査 ， 学 校 の 成績 ，近 親 者 ，友 人

な どの 他 者 評 価 ， 日記 ， 自伝 な ど多 い ほ ど よい の

は い うまで もな い 。

 順 序 は ，SCT， WAI， Dosefu， PRTの 順 序 で

施 行す る。

 通 常 ，1回 の テ ス トに か け る時 間 は2時 間が 限

度 で あ る。従 っ て ，前 後 に面 接 を 入れ て， 大 体 ，

以下 の よ うな や り方 を とっ て い る。

 初 回  面 接 ，WAI， SCT， 面 接

 2回 目 面i接，Dosefu，  面 接

 3回 目 面 接 ，PRT，   面i接

 もし，治療的要素が加味され，何週間か続 くこ

とが予想され る時は，PRTは 何回かに分けて施

行 した方 が よい。

 そ の よ うな場 合 ，著 者 は， 初 め はせ いぜ い2～3

枚 の 図版 に と ど め ， イ ソス トラ クシ ョンもか な

り， くず した形 で行 っ て い る。 そ して， 物 語 も被

検 査 者 の脱 線 す るに委 せ る。又 ， 著 者 自身 も ど ん

どん お喋 りす る。 それ は， 物 語 は あ くまで キ ッカ

ケ にす ぎず ， 一 応 の格 好 で あ り， 図版 を媒 介 に し

た面 接 の よ うな も の で あ る 。

 著 者 の 考 え で は ， この よ うな 使 い 方 が ，最 も

PRTに ふ さわ しい使 い方 で あ り， そ の長 所 を 生

か した 使 用 法 で あ る と思 う。「か か わ り分 析 」の中

で 山本 も述 べ てい る よ うに ，TATは 「一 人 の 人

間 」を ，「そ の い き ざま」を 共 感 的 に理 解 す るの に

適 した 道 具 で あ り， 「何 らか の特 性 を 測 定 す る」，

「精 神 病 の鑑 別 をす る」 た め の道 具 で は な い 。

 話 が そ れ た が ， 先 に 述 べ た よ うな や り方 がKO

式 テ ス ト ・バ ッテ リーの ス タ ン ダ ー ドな や り方 で

あ る。
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辞価項自並びに薛価芳法

    パ ー ソ ナ リ テ ィ ・ ス ケ ッ チ

      (WAI，SCT， PRT， Dosefu， 総 合)

廴 二 こ遜 窪 ÷1灘等

社会 ，生活空 間
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家庭 ，生活史

身体

能力

情意，柔軟性

力動，主体性 ，生活感情

指 向 ， 生 き 方 ， 取 り 組 み 方 ， 自 己 ，SR， identity， 超 越 者 ， Dosefu

病的特徴 その他

図3

 図3が 評 価 項 目の縮 刷見 本 で あ る 。 タイ トル

の下 に(WAI， SCT， PRT， Dosefu， 総 合)と あ る

のは ， 評 価 に 使 用 した テ ス トを ○ で 囲 む た め で あ

る 。4種 類 共 使 用 した 場 合 は 総 合 を 囲 め ぽ よい 。

各 評 価 項 目に 書 か れ て い る 内 容 は 図2の 項 目 に

WAI， SCT， PRTな どの 評 価 項 目を キ ー ・ワー

ド的 に 適 宜 加 え た もの で あ る。

 評 価 方 法 は 使用 した テ ス トを読 み 合せ て各 欄 に

適 宜 ス ケ ッチ して い け ぽ よい 。項 目に分 け ， キ ー

ワー ドを 記 した の は あ くま で 目安 で あ る。

 従 って ， 各欄 毎 に記 入 して も よい し， 全 体 的 に

ス ケ ッチ して も よい 。要 は一 人 の人 間 を トー タ ル

に 了解 し，無 理 の な い ス ケ ッチ を 画 くこ とで あ る。

この よ うに考 え て タ イ トル も評 価 用 紙 とせ ず パ ー

ソナ リテ ィ ・ス ケ ッチ と した 次 第 で あ る。
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KO式 テ ス ト ・バ ッ1テ リ ー一Short Form

 KO式 テ ス ト ・バ ヅテ リー につ い ては1，2で

述 べ た 如 くで あ る。

 併 し， 実 際 の臨 床 の場 に 於 い ては ， しば しぼ ，

短 時 間 に テ ス トを 施 行 す る こ とが 必 要 な 場 合 が あ

る。

 こ の よ うな ， 多 少 ， 浅 くて も， 或 い は ， 精 度 を

犠 牲 に して も， そ れ な りの 結 果 を 得 た い とい う場

合 のた め にShort Formの テ ス ト ・バ ヅテ リー

を 開 発 す る こ とに した 。

 そ のた め に ，特 に時 間 の か か るDosefuは グル

ー プ ・テ ス トに し，PRTに つ い て はShort Form

(以下 ，SF版 と略 記 。)に す る とい う方 法 を と る

こ とに した 。

 具 体 的 に は ， 初 回， 先 ず ，Dosefuグ ル ー プ ・

テ ス ト，次 に ，WAI， SCTの 順 で テ ス トを 施 行 。

 これ は ，被 検 査 者 単 独 で行 え るの で， 予 診 室 ，

待 合 室 な どで ，面 接 前 に適 宜 施 行 す る。 そ して，

そ れ らを診 て か ら面 接 を行 う と， か な り， 効 率 よ

く， イ ンテ ンシ ブ な面 接 に入 っ て い け る 。(但 し，

SCTは 面 接 時 ま でに 書 き了 え てな け れ ば ， 残 り

は 持 帰 りに す れ ば よい 。)

 そ して ， 第2回 目はPRT SF版 を 行 う よ うに

す る。

 これ は ，絵 を見 せ て 「どん な絵 に見 え ます か?」

「何 を して い る と こ ろです か?」 な ど と 聞 き， 簡 単

な 応 答(「 説 明 」 「感 想 」 な ど， 例 えば 「子 供 が 絵

を描 い て い る と ころ」 「宿題 で絵 を 描 い て い る」な

ど…)で ， 次 の 図版 に うつ る とい うや り方 で あ

るo

 そ して， どん どん や っ てい く。或 る程 度 ， や っ

て被 検 査 者 が 慣 れ て き て， 自我 関 与 を 示 し， よ く

喋 る よ うに な った ら， 喋 るに まか せ る 。 この よ う

な や り方 でや っ て い く と 何枚 か は 自我 関与 を 示

し， い わ ぽ ， 「の って」 或 い は ， 「のめ りこん で 」

話 す もの が で て くる 。

 施 行 順 序 は 一 応 つ くって あ るが ， 臨機 応 変 にや

れ ぽ よい 。そ の 被 検査 者 に と って ，刺 激 が 強 くて ，

む しろ ， マ イ ナ ス だ と思わ れ る もの は省 い て も よ

い 。又 ， 被検 査 者 に好 きに選 ばせ て も よい。

 この よ うに して ，全 部 で30分 ～1時 間 位 で 施

行す る。整 理 は， テ ー プ をか け乍 ら， 簡 単 な メモ

を と る。後 で， テ ー プ を き き乍 ら要 点 を メ モ し，

ス ケ ッチに ま とめ る 。最 後 に バ ッテ リー全 体 で ス

ヶ ヅチを ま とめ る。

 以 上 が 臨 床 の現 場 で ， 実 際 的 に 施 行 可 能 とい う

こ とを 前 提 に した 簡 易 版 の テ ス ト ・バ ッテ リー で
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あ る。

 勿論 ，“研 究用 ” とか “ケ ー ス ・ス タ デ ィ用 ”に

必要 な場 合 は， 従 来 通 りフル ・セ ッ トで 施 行 す れ

ばよい。

 次に，このような簡易版で施行 した事例を一例

として掲載す る。
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事例

 以下 に 紹 介す る ケー ス は ，報 告 者(検 査 者)が

或 る研 究 会 で 知 り合 った メ ンバ ーで あ る。精 神科

医 で ， 思 春期 摂 食 障 害 の少 女 を対 象 に集 団精 神 療

法 を 行 って い る 。そ の過 程 で性 の 同一 化 を探 るた

め の 心理 テ ス トの 導 入 を考 え た 。 そ の ため に は ま

ず 自分 が体 験 す る必要 が あ る と考 え， 自 ら被 検 査

者(以 下Sと 略 記)を 志 願 され た もの で あ る 。ま

た ， ケ ース と して取 り扱 う事 を快 諾 され た ぼか り

で な く， デ ー タが な るべ く 正 確 に 伝 わ る よ う に

と， プ ライ バ シ ーに触 れ る部 分 を か な り生 の ま ま

残 す 事 を提 言 して くだ さ った もの で あ る。 (一部

削除)感 謝 を こめ て ，報 告 した い。

 氏 名=ケ ー スJ

 28歳 女 性

 テ ス ト ・・ミッテ リー ：PRT(SF)， SCT， WAI，

  DOSEFU(Gr.)

 施 行 年 月 日：1992年7月

 報 告 者 ・施 行 場 所 ：S.Y心 理 臨 床 研 究 室

 Sは ， 山形 県 に あ るT市 に 生 まれ た 。医 者 で

あ る父 親 と 看 護 婦 の 母 親 は ， 診 療 所 を 開 い て お

り， 共 に 働 い てい た 。幼 稚 園 に 上 が る まで ， 祖 父

母 に 育 て られ た 。小 学 校 か らは 自宅 で 両 親 の 帰 っ

て くる のを 一 人 で 待 つ とい う生 活 で あ った が ，3

年 生 の時 に ， 父 を 病 気 で 亡 くす 。代'々医者 の家 系

で あ り， そ の地 域 で は 名 士 で あ った で あ ろ う と思

わ れ る 。そ の 父 の 跡 継 ぎ と して ，Sへ の期 待 は大

きか った 。本 人 も， そ れ に 応 え よ うと，真 面 目に

勉 学 に 励 み ，成 績 も優 秀 で ，“優 等 生 ” とい う レ ッ

テ ル を 常 に貼 られ て い た 。子 供 の 頃 の エ ピ ソー ド

で あ るが ，大 人 び た 感 じだ った よ うで ， よ く本 を

読 ん で い た が ， 既 に “チ ャ タ レイ 夫 人 ” な ど 自然

に理 解 で きた と述 べ て い る。

 県 立 高 校 を 卒 業 後 ， 神 奈 川 県 に あ るR大 学 医

学 部 に 入 学 し，精 神 科 を 専 門 とす る 。現 在 ，N病

院 の 常 勤 で あ る 。性(ジ ェ ン ダー)の 問題 を テ ー

マ に 研 究 を して お り， この テ ス トを施 行 した時 は

病 院 業 務 が か な り激 務 で あ り， 自分 の勉 強 時 間 が

取 れ な い とい う不 満 が あ っ た よ うだ 。(SCTI-24)

 ス トレー トの ボ ブ(お か っぱ)に ， 金 属 ぶ ち の

メガ ネ をか け， 一 見 ○ ○ 女 史 と い う 雰 囲 気 が あ

る 。仕 事 中 は， シ ャ ツにGパ ン とい う格 好 で，キ

リッと した 感 じで 動 き回 っ てい る 。 プ ライ ベ ー ト

な時 や ， 仕 事 関 係 の改 ま った 席 で は ， 女 性 ら しい

服 装 をす る よ うだ 。そ うい う時 は ， メ ガ ネを コ ン

タ ク トに換 え る事 も多 い 。 目上 の人 に 対 す る態 度

も， き ち ん と して お り， こ まや か な 気 配 りを 見 せ
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る人 で あ る。そ うい った 役 割 行 動 は ，Sの 育 った

環 境(祖 父 母 の 躾 ，地 域 的 な古 い文 化etc.)や ，

本 人 の知 的 高 さな どに 因 る もの と思 わ れ る 。 しか

し，少 し無 理 を して い る所 が あ る ら しい 。(SCTI.

26)

 テ ス トは ，3日 に分 け て行 っ たが ，Sは 自身 の

分 析 結 果 が 楽 しみ で あ る と し，真 剣 に取 り組 ん で

い た 。WAI， SCTと も平 均 よ り反 応 が 多 いが ，

清 書 をす る こ とな く， 思 い つ くま ま書 い て い っ た

よ うだ が ，時 間 は か か って い る 。PRTは ，ま ずS

に20枚 の 図 版 か ら6枚 を選 択 して も らい ，1枚

目と8枚 目 は こ ち らで 用 意 した1MFと ブ ラ ン

ク ・カ ー ドを 提 示 した 。記 録 は テ ー プ に 吹 き 込

み ， 紙 面 の 都 合 上 ， 起 こ した もの を ま とめ た 。実

際 に は ，3時 間 く らい 要 した 。DOSEFU(GROU

PE)テ ス トの結 果 は ， Fタ イ プ で あ り，感 覚 的 な

美 意識 の 高 い 人 で あ る こ とが示 され た 。(WAI-10

SCTI-23， PRTI/1MF)

 既 に述 べ て き た事 と重 複 す る所 もあ ろ うが ， こ

の4つ の テ ス トか ら評 価 で き る パ ー ソナ リテ ィ ・

ス ケ ッチ を， 簡 単 に 記 述 す る の で ， 後 のraw

materialを 参照 して い た だ き た い 。

 全 体 を 通 して， 客 観 性 ・見 通 しの力 が あ り， 現

実 検 討 能 力 に 優 れ て い る と思 わ れ る 。精 神 分 化 度

は ，SCT， PRTの 表 現 方 法 や 使 用 され る語 彙 を

見 て も， 平 均 よ りか な り高 い と言 え よ う。

 テ ス トへ の 態 度 ， 反 応量 等 は ， た とえ動 機 が 強

くて も， か な り心 的 エ ネ ル ギ ー が あ り，真 面 目な

面 を物 語 っ て い る(Eタ イ プ)。 しか しな が ら，基

本 的 に は， 自分 の世 界 とい う もの を確 固 と して持

ち，(WAI・14， SCTI・10・15， II・1)Sタ イ プ の特 徴

と して の貴 族 性 ， 思 考 性 ， 非 社 交 性 ， 或 いは デ リ

ケ ー トな 割 りに 部 屋 が 汚 れ て い て も 平 気(WAI.

16)で あ った り， 辛辣 な 面(SCTII-24)を も って

い る 。小 児 的 な所 は 余 り見 られ な い が ，数 年 前 ま

で は ，Hが 強 か った か も しれ な い 。犬 好 き(随 所)

で ，親 族 ，友 人 を大 切 に しな が ら も， 人 との コ ミ

ニ ュ ケ ー シ ョンが実 は 余 り得 意 とは い}な か った

Sで あ るが ， “今 は ひ とを愛 す る こ と， 愛 され る

こ とが 少 しず つ 分 か っ て き た 。”(SCTII-11)と い

う よ うに ， 成 熟 して き た とい え よ う。社 会 的 に 認

知 され た い とい う意 味 で は，geltungも 多 少 見 ら

れ る。

 趣 味 は 読 書 で あ るが ， ジ ャンル は 幅 広 い よ う

だ 。 また ， 音 楽 ， 絵 写 真 な どの 観賞 も好 きで あ

る 。付 き合 い で は ， カ ラ オ ケ もす る 。お 酒 は嫌 い

で な い し， か な り強 い ほ うで は な い か と 想 像 す

る 。嗜 好 的 な こ とで は ， 自我 を通 す 人 か も しれ な

い 。(WAI.4，18)

 力 動 的 側 面 に つ い て は ，WAI， SCT， PRTの

各所 に見 る こ とが で き る。S本 人 も認 識 して い る

の だが ， ジ ェ ン ダー の 問題 は， 自分 自身 の問 題 で

もあ る。既 に述 べ た が ， 少 女 時 代 に 亡 く した 父 親

の影 響 は 多 大 で あ る 。祖 父 の事 も よ く言 及 され て

い るが ，祖 母 や母 親 の存 在 は薄 い 。(PRT3/NI，7/

N8)性 的 同一 性 の， 本 人 の 中 で の 未 分 化 が 感 じら

れ る 。 また ， 男 性 に 対 す るイ メ ー ジが ，攻 撃 的 と

い った マ イ ナ ス ・イ メ ー ジが や や 強 い か と思 わ れ

る 。(2/6c，3/N1)

 そ して ，顕 著 に見 られ るの は ，無 力感 ，不 安 ，

苛 立 ち ， 気 分 の 変 動 とい った もの で あ る。特 に ，

“も
っ と， も っ と頑 張 らな い と”(PRT3/N1)と い

う言葉 は迫 って来 る もの が あ る。人 との距 離 の置

き方 に ， か な りこだ わ っ て い る 。潜 在 的 に 落 ち込

ん で い る事 を想 像 させ る 。 ス トレスが 非 常 に 溜 ま

っ て い る ので は な い か と思 わ れ る。

 こ うい った 結 果 の約4か 月 後 ， 多発 性 胃潰 瘍 に

て1か 月 の入 院 とな り，暫 く休 職 す る 。 しか し，

休 養 の成 果 あ り， 現 在 は 通 常 の 勤 務 に 戻 って い

る 。晴 天 の へ きれ き で あ っ た が ， 当 時 の心 身 の

状 態 か ら頷 け るテ ス ト結 果 で あ っ た と， 複雑 な

気 持 ち で あ るのが 正 直 な 所 で あ る。 以下 ，raw

materialを 載 せ る。

WAI

1私 は28歳 の日本人です。

2 私は現在1人 暮 らしですが，郷里に母がいま

  す。

3 私は本を読む事が大変好きです。

4 興味のないことを我慢 してや り続けることは

  できに くい性格です。

5私 はT市 で生まれました。今でも時折なつ

  か しく思いだ します。

6私 は動物が大変好きです。特に犬は好きです



7論 理的に道筋をつけて考えを進めるよりも感

  覚的に話す事が多い。

8私 は感情的にな りやす く，それが外にでやす

  いようです。

9時 折疲れた時には1人 で声をあげて泣 くこと

  もあ ります。

10 神秘的なものへの興味，関心がつよい。

11私 は他人の力を借 りて物事を進めることが苦

  手ですQ

12幼 い時の私は高慢な所 もあ りましたが今はそ

  れが少なくなった と思 う。

13 人生は，結局，自分で選びとっていくものだ

  と思う。

14他 の人から考えや意見を押 しつけられること

  に反発を感 じる。

15 私は料理が上手な方ではあ りません。

16私 は部屋の整理などが苦手だ し，汚いことも

  多少なら気にしない。

17私 はぐちをこぼす よりもぐちを聞かされる方

  が多い。聞き役。

18 私はス トイ ックな方ではない。快楽主義者。

  享楽的。

19亡 くなった人々を時々思 いだし感傷的 にな

  る0

20 これからどんな生き方をしていこうか，考え

  あぐねています。

SCT

Part I

1 子 供 の 頃 ， 私 は 人 見 知 りを よ くす る子 供 だ

った と思 う。知 らな い 人 に ， あ や され て ， とて も

こわ か った こ とを 覚 え て い る。

2 私 は よ く人 か ら お 人 よ し，ま じめ ，几帳 面 ，

成 績 の良 い 子 ， h， 良 い 子 扱 い され る。 一方 で

は そ れ が うれ し く， 一 方 で は そ れ が 重 荷。

3家 の暮 ら し は ご く普 通 だ った と思 うが ，両

親 が 診療 所 で 一 緒 に 働 い て お り， 夕方 帰 っ て く る

まで の1人 ぽ っち の 心 細 さが た ま らな か った。

4私 の 失 敗 は 数 多 い が ， 小 さい 時 か ら， お ち

ょっ こち ょい で ， ポ カ ミス が 多 い と思 う。大 き な

失 敗 は28年 間 の 中 で は な か った。

5家 の 人 は 私 を ○ ○ 家 の長 男 で あ った 亡 父 の

一 事例一  15

よ うに な る こ とを 期 待 して い る よ うだ 。 私 は ， 女

性 で あ りなが ら “長 男 ” “家 長 ” と して 育 て られ

た。

6 私 が 得 意 に な るのは ， 他 人 か ら， 長 所 を 面 と

向 か って私 に い っ て くれ る とき 。長 所 を ほ め られ

るの は うれ しい くせ に， わ ざ と何 気 な い よ うな 風

を装 って しま う。

7争 い 事 ， と くに， 怒 鳴 りあ う よ うな 口論 は

好 まな い 。 父母 が 時 々大 き な声 を だ して， け ん か

を して い た こ とを 思 いだ す か ら。

8 私 の知 りた い事 は 私 の 父親 と， 祖 父 ， 私 の

血 縁 に つ な が る既 に亡 くな った人 が ， 今 ど う して

い るか 。愛 犬 コ ロは ど うな った だ ろ うか 。

9 私 の 父 は短 気 で， 頑 固 な人 。他 人 か ら見 る

と “変 わ った 人 ” とい う よ うな 印象 を もた れ て い

た と思 う。 しか し私 に と って は， 大 変 ， 慕 わ しい

存 在 。今 も医 師 と して も尊 敬 して い る。

10私 が き らい な の は 他 人 の気 持 ち を推 し量 る

こ との しな い 人 。人 の心 の 中 に秘 め て お き た い事

を せ ん さ くす る人。

11私 の 服 は ， どち らか とい う と単 色 で地 味 。

これ は 父 親 の好 み に 似 て い る と思 う。母 親 は派 手

な も のを ， よ く着 こなせ る。

12死 は ， とて も つ ら い こ と だ 。私 は 父親 の

死 ， 生 後3ヵ 月 か ら育 て て くれ た 祖 父 の亡 くな っ

た 時 の状 況 を 思 い 出す と， 今 で も胸 が 痛む 。 とて

も悲 しい 。

13人h に 対 して ， 小 さい 時 ， 私 は こ う まん で

多少 見 下 す よ うな こ と もあ った か も しれ な い。 そ

れ な のに 大 人 達 は 私 を ○ ○ 先 生 の 娘 と して特 別扱

いす る のが な ぜ か イ ヤだ った 。

14私 の で きな い こ とは 面 とむ か ってNoと い

え ない こ と。少 な い 言 葉 で 的 を 得 た表 現 が で きな

い こ と。感 情(自 分 の)を か くし きれ な い こ と。

15運 動 の中 で は ，走 る こ とが 好 き 。チ ー ム プ

レー も楽 しい が ，1人 で 頭 の中 で い ろ い ろ と考 え

なが ら走 り抜 くこ とは 快 感 だ 。

16将 来 の事 を 最 近 よ く考 え る よ うに な った。

私 は 子 供 を もつ だ ろ うか 。夫 と くらす の だ ろ う

か 。一 生Dr.を して い る のだ ろ うか 。全 く。あ い

ま いだ 。

17 も し私 の母 が 今 ， 亡 くな る よ うな こ とが あ
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 ったら，私は郷里に戻って “家長”とならざるを

 得ない。母が亡 くな ることを想像するだけでも耐

 えられない。

 18世 事 について，これまで私は私な りのプラ

 イ ドをもち，自分のできる限 りの力をつ くしたつ

 もり。今は

 19私i越 登そかY` 計画 していること，これは誰

 にも打ち明けられない。大きなファンタジーす ぎ

 るので。

20： 些◎虫 には，特に理由なく悪意をむけてき

た り，あるいは，逆に，人情味のある暖かい人々

 もいる。

21去 となる人についての様々な空想。今の恋

人とは大分かけ離れている。何 となく，亡父のイ

メージに近いような気 もする。

22壁 丞私 .壓 とりつ くろうことが で きな くな

 り，露骨にイライラした様子や怒 りの感情をだし

て しまう。自分でも気づいているが，抑えきれな

い0

23私 塑心 ひ塗一れ±亙Ω娃 美 しい音楽。美 しい写

真。絵。女性の美 しいヌー ド写真の美 しい肢体は

魅力的。人間の体の美しさ。

24拠 丕平1遮 自分の精神医学について。勉強

したいと思っている。医局で十分にできない事。
しか し私も，十分努力 していないのも事実。
25聖 ～兄弟伽 塑…} について，小さい時，父母

に弟がほしいとねだったことを覚えている。1人

子で淋しかったが逆に周囲の愛情や関心を独占で

きたことはきもちが よかった。

26噬 場で壓 私はとりつ くろっている。男性の

よ うに 考 え よ うと し， 一 生 懸 命 働 き， な るべ く女

ら し く振 る舞iお うと して い る。

27 私 .U)i につ い て， 小 さ い ときは コ ンプ レ ッ

クスがあった。しか し今は整形 してまで治そ うと

は思わない。私の顔も私自身の個性だから。
28 .今までは 自分な りに努力してきたと思う。

しかし，中学 ・高校 ・大学の受験のときのような

いざ勉強が必要なときには，あま り努力 しない。

29』 彑 らしさとは，どうい うことだろうか?

考えてもよくわからない。私は女なのだろうか。

30 私が思h」出すの壓 父親を納棺 した時に， 目

から黄色い涙が流れていたこと。私が大学入学す

る間際 に 死 んだ 一 代 目の コ ロが か わ い そ うで 泣 き

な が ら抱 き締 め た こ と 。 コ ロは二 日後 死 ん だ。

 Prt II

 1塞 で基 私は自分流の気ままな生活を してい

 る。とりつ くらないですむ場所。ふとんの中で好

 きな本を読む時が一番 リラックスす る。

 2i墾 を丕.安にす るのは 周囲の人hが イライラ

 している時。イライラや怒 りの原因が自分になく

ても， とても不安になる。

 3雄 塋 には今まで，何回とな く支えられる

ことがあった。本当に感謝 している。中学 ・高校

の友達とは離れてしまっているが，今でも，仲が

よい。

 4麹 まよ く一 昔 の 友 達 ， 遠 く離 れ た 友 達 ， 亡

くな った 父 親 ， 祖 父 ， 自分 に つ な が る先 祖 ， 亡 く

な った 愛 犬 コ ロの こ とを 思 う。

 5， も し私が 年 を取 った ら， 山 と海 の近 い とこ

ろ で 夫 か ボ ー イ フ レン ド(ガ ー ル フ レ ン ドで もい

いが)書 物 に 囲 まれ 犬 を 飼 っ て， 静 か に す ご した

い0

 6私 の母 は，単純な所 もあ り，喜怒哀楽もは

っきりしてお り年齢の割 りには，精神的に若い。

お互いに友達のように話ができる。

 7 .も弖二度や彑直せる」な.ら≧ 父親，祖父，愛犬
コロの世話をもっとみてあげたい。十分看護でき

なかったことは心残 り。

8里 性 とは，いかなる生き物なのか，よく，

わか らない。私の周 りには，小さい時から女性 し

かいなかった し。男性と女性との差はそれほど大

きいものとは思えない。

9 .私鰻 塗 は，中学 ・高校の頃は安 らぎ，楽

しみであったが，今の私にとっては，眠 りで安ら

ぎを十分に得 られていないような気がする。

10 学校竺は 私は “良い子”扱いされた り，友

達とは別格扱いされた りす ることを喜んでいた。

心のどこかで。実際に勉強家で優等生であったけ

れ ど。

11恋 愛 は，何年か前までは，よくわからない

代物だった。人を好きになることはあっても，好

きになられるのはイヤだった。今は人を愛するこ

と，愛 され ることが少 しずつわかってきた。



12 も し私 の 父 が 生 き て い た ら， 母 の人 生 も，

私 の 人 生 は ，大 分変 わ って い た と思 う。父 親 自身

も医 者 と して も父 ・夫 と して も， も っ と生 きた か

った だ ろ う。 無 念 だ っ た と思 う。

13 自殺 を 小 さい時 に ， さ さい な こ とで ， 考 え

た こ と もあ った が ， 今 は ，考 え られ な い 。 生 き る

限 り， と りあ えず 生 き てみ よ う。又 ， 生 れ 変 わ る

だ ろ うか ら。

14私 が 好 き な のは 犬 。香 水 。美 しい ドレス 。

お 茶 。つ らい とき， か な しい と きに ， 素 直 に 言 葉

に 出せ る人 。逆 に， と こ とん 辛 い こ とに 耐 え る人

も好 き 。

15私 の頭 は ， 今 ， 大 分 疲 れ て お り， 余 り，考

えが ま とま らな い感 じ0

16 お金 は ， 自 由を 得 るた め に は ， あ る程 度 ，

必 要 な も のだ 。労 働 に 対 す る正 当 な報 酬 は 必要 。

な くて は な らな い と思 う。

17 私 の野 心 は ， 精 神 科 医 と して ，“女 性性 ”“男

性 性 ” に つ い て 研 究 を すす め ， ま とめ る こ と。 社

会 的 地 位 も望 まな い わ け で は な い が ，将 来 ，上 記

の よ うな こ とを 扱 う ク リニ ックを ひ ら きた い。

18妻 に な る こ とは ， あ るか も しれ な い 。但 し

戸 籍 上 の妻 とな る こ とは ，抵 抗 が あ る。

19私 の気 持 ち は ， 変 わ りやす い 。 ち ょっ と し

た ほ め こ とぽ で ， うれ し くな った り，少 しで も注

意 され る とお ち こん だ り。気 分 の コ ン トロー ルが

上 手 で は な い 。

20 私 の 健 康 状 態 は 良 好 だが ，精 神 的 な面 で の

健康 は や や不 良 。

21私 が 残 念 な の は プ ライ ベ ー トの時 間 を あ ま

りもて な い こ と 。つ らい と き，悲 しい時 ， 自分 を

な ぐ さめ るの が 自分 しか い な い。

22 大 部 分 の時 間 を 仕 事 と読 書 に割 い て い る。

虚 しい 感 じ。

24 調 子 の よい時 の私 は， 周 囲か らみ る と， や

や 騒hし く 口調 もきつ い ら しい 。

25 ど う して も私 は 本 を 読 まず に は い ら れ な

い 。本 は私 の エ ネ ル ギ ー の源 。 ス トレス の解 消 だ

か ら， 乱 読 。

26家 の人 は 私 の 自 由， 意 思 を 尊 重 して くれ て

い る。 こ の点 は ， とて も母 に 感 謝 して い る。

27 私 が 羨 ま しい のは 父 親 の話 を 友 達 が す る と
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き 。 も う20年 近 くた っ て も， や は り， 父 親 の 話

をす るの はつ らい。

28年 を とった 時 私 は ， 女 で も男 で もい い の だ

が ， 家 族 と共 に 山か 海 の露 天 風 呂付 き の一 軒 家 に

住 ん で晴 耕 雨 読 の 日hを 送 りた い と思 う。

29 私 が 努 力 してい る のは 精 神 科 に つ い て の バ

ラ ンス の とれ た 勉 強 ，Yes. Noが 角 を立 てず に，

き ち ん と自分 の意 志 を 表 明 す る こ と。

30私 が 忘 れ られ な い のは 父 親 の 入 院 。亡 くな

った 時 の様 子 。細 々 した こ と まで ， 今 だ に忘 れ ら

れ な い。

          PRT

1/1MF

 小 学 校4年 生 か5年 生 の 金 髪 の 男 の 子 。絵 を描

きた が って い る 。考 え あ ぐね て い る。パ レ ッ トに ，

二 つ か 三 つ ， 色 が 置 い て あ る。青 と黄 色 の ， チ ュ

ー ブ 出 して い る 。そ こ まで 出 して い るの に ， な ん

で 描 け な い ん だ ろ う。 この 子 に つ い て の 空 想 …。

(ど うい う子?)凄 く繊 細 。凄 く得 意 。絵 の宿 題 じ

ゃな くて 。何 か 辛 い 。 もや もや した の ，描 き た い

のか な 。誰 に も強 制 され て い な い の に 。こ の子 は ，

図 工 の 成 績 は よ くな い か も しれ な い け ど，絵 とか ，

音 楽 を 通 して ，独 特 な表 現 をす る。楽 しん で い る 。

で も，形 が 分 か らな い 。(出 来 るか な?)例 え ば，

具 体 的 な もの ， バ ナ ナ とか で な く， 抽 象 的 に。 ぽ

一 っ と
。 この 子 の心 の もや もや 。 そ の うち， 急 に

筆 を 取 って ，黄 色 で ，わ 一 っ と何 か描 い て， 青 で

囲 み そ う。

2/6c

 これ は ， よ くわ か らな い けれ ど， 印象 だ け 言 う

と，嫌 な 感 じのす る絵 。手 ， 足 ， 人 の体 な のか 分

か らな い 。壁 際 に ひ ざまず い て 。 こ こに 頭 が あ る

の か し ら。 くつ ろげ る場 所 で は な い 。窮 屈 。 アパ

ー トとか牢 屋 とか
。一 人 は ，(注 ：二 人 い る と見 て

い る。)少 な く と も，足 は裸 足 。別 の人 の股 間 に あ

るか ら， 何 か 性 的 な行 為 か も 。男 同士 か も しれ な

い 。性 的 な快 楽 を 感 じてい な くて， 益 々淡 々 と，

む しろ， こ の人 に と っ ては ， 力 関 係 を は っ き りさ

せ るた め 。 この手 が ， 凄 く嫌 だ 。な ぜ た りして い

るわ け で な く。 これ か ら何 か しそ う。頭 を なに か
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つ か ん だ り，毛 を つ か んだ り， 暴 力 的 。 ア グ レ ッ

シ ョンを受 け て い る。 な んだ か 窮 屈 。凄 く弱 々 し

くて， 性 的 快 感 な くて， そ れ で い て， 止 め よ うと

も思わ な い 。た だ た だ 続 け てい る 。膝 を つ い て い

る男 の人 ， 屈 辱 感 ， 弱'々 しさ 。暴 力 的 。な ん で …

そ んな こ とす るに ， 普 通 の 部 屋 じ ゃな い 。監獄 か

しら 。 ど こか ， 二 人 ， 閉 じ込 め られ て い る?(注 ：

プ レー トを斜 め にみ る。)違 うス トー リー
。閉 ざ さ

れ た ，凄 く狭 い部 屋 。女 の子 が 裸 に な っ てい た 。

性 的 な こ と させ られ て い る。 さ っ き の こ とで な く

て 。手 が 動 い て， 首 を しめ そ う。言 わ れ る ま ま
。

男 の人 は ， 凄 く怒 って い るみ た い 。 怒 る事 は ， 傷

つ け た り， 殺 した りしそ う。性 的 よ り，む しろ ，

暴 力 の 名 と同 じ よ うな事 。

3/Nl

 ど う した ん だ ろ う， こ の人 。芝 生 で もな い け ど

外 国 の人 。Gパ ンは い て 。叫 んで い る 。来 て ほ し

い 。 自分 で も出 て きち ゃ った ん だ け ど，助 け を求

め て い る。荒 野み た い な所 。彼 女 を助 け て くれ な

い 。(逃 げ て きた? 出 て きた とい うの は?)こ の

人 は， まだ 若 い 。三 十 くら い の人 。急 に 家 を 飛 び

出 して きた 。結 婚 して ， 子 供 もい る。

 な ん で 逃 げ て きた ん だ ろ う。走 るだ け走 って。
一 面 の 荒 野

。 も う少 し経 った らば 。 も う少 し前 に

行 った ほ うが い い 。逃 げ で きた とこ ろか ら， 救 わ

；れ るか な …o

 そ れ とも， お 父 さん か ら逃 げ て きた 。原 因 は ，

男 の人 。夫 か お 父 さん 。お 父 さん か ら叱 られ た の

か も しれ な い 。専 制 君 主 的 お 父 さん 。 今 も同 じ よ

うな 状 況 。 も っ と遠 くに ，頑 張 らな き ゃ。 そ こ に

待 って い る人 は い な い 。 キ ャ ッチ して くれ る人 は

誰 かが ， 来 て くれ そ うな気 が します 。

 止 ま っ て い るみ た い に 見 れ るけ ど， 逃 げ 切 れ な

い 自分 。少 し 休 まな き ゃい け な い の か も 知 れ な

いo

 (なん で 叱 られ た の か な?)恋 人 か ボ ーイ フ レ ン

ドは い るのだ け ど 。叱 られ た とい うので は な い け

ど， 来 て くれ な い 。荒 野 で ， 水 が な い 。慰 め に な

らな い お 父 さん 。お 父 さん に 助 け て も らえ な い。

本 当 は ， お 父 さん に 助 け て も らい た い の に。 も と

も と， お 父 さん は ，荒 野 の よ うな荒 くれ た人 。気

つ い て い るの か も しれ な い。

 これ 以 上 は解 って も らえ な い 。飛 だ して き て。

今 も味 わ って い る。途 方 に くれ て い る 。誰 も きて

くれ な いだ ろ う し， 探 しに は 来 て くれ な い 。 こ こ

に来 て くれ な い だ ろ う。 どん な 気 持 ち だ ろ う。 で

も， まだ お 父 さんg所 に い る。逃 げ た い け ど。道

に ぶ ち 当 た って。

 お 父 さん 以外 の人 に救 い を求 め な い と解 決 しな

い 。 お 父 さ んに 未 練 が あ る のか も しれ な い 。(お父

さ ん と二 人 暮 ら し?)お 母 さん は い る よ うだ が ，お

母 さん， な ん で 追 い か け て こ な い の だ ろ う。 も

う， お 母 さん に は 未 練 が な い 。 こ う荒hし い 夫 と

一 緒 に い な け れ ば な らな い
。 同 じ女 性 と して の怒

りとか 。 お母 さん は言 うつ も り もな い 。夫 婦 の関

係 を変 え る気 もな い 。 お父 さ ん も， お 母 さん を 諦

め て い る 。 こ の先 で 待 って い るの は ま った く見 ず

知 らず の人 。

 こ の人 は も っ と も っ と頑 張 らな い と。 ち ょっ と

心 配 に な って い ます 。

4/N9

 雪 が い っぱ い 。煙 突 の あ る家 。一 人 見 え る け ど，

家 族 で 住 ん で るの か しら 。外 で 見 て い るの は ， 男

の 人 。ず い ぶ ん距 離 。 な ん で 入れ な い の か し ら
。

窓 際 に立 って い るの は， 奥 さん 。見 えな い と こ ろ

に ， 小 さな子 供 と， 旦 那 さ ん 。 くっ ろ いで る。 四

十 後 半 。割 りと中 年 の人 。何 を しよ うと して い る

んだ ろ う。 こ の先 何 処 へ 行 こ う。 ど っち に む っか

て 行 け ば い い のか 。窓 か ら見 え る光 景 。 それ を 聞

い て し・るの か も しれ な い 。立 った ま ま。行 く当 て

が ， は っ き りして い な い 。誰 々の何 処 何 処 の家 へ

行 く とい うの で な く，(注 ：外 か ら，18：00の チ ャ

イ ム の音)テ クテ ク歩 い て， お な か も空 い て い る

し， 出来 れ ぽ ， 中 に い れ て も らい た い 。遠 慮 して

い るの か な 。道 で 聞 こえ る笑 い 声 とか ， い い 思 い

出 。疲 れ とか ， 空腹 とか 別 に して 。 自分 も距 離 を

置 い て ， 思 い 出 にふ け っ て い る 。行 く先 もは っ き

りして い な い よ うな 行 きず りの， 四 十 ～ 五 十 の男

の人 。家 の人 も， び っ く りして し ま うので は と，

躊 躇 して い る 。疲 れ とか ， 宿 を か して くだ さい ，

食 べ 物 を 少 し分 け て くだ さい， と頼 み た い け ど，

せ っか くの 楽 しい ゆ うげ 後 の 団欒 を， 無 駄 に して



しま うと， この 人 は ， この ま ま， 何 処 か へ 向か っ

て 行 って し ま う。結 局 ノ ックで き な い です ね 。

 こ の一 家 もつ つ ま しい 生 活 を送 って い る。 お 父

さん ， お 母 さん ， 二 ， 三 人 の 子 供 が い て 。 自分 の

小 さい 時 と 重 な っ て， は ば か れ た の か も しれ な

い 。そ っち を 大 事 に す る こ との ほ うが ，大 切 に 感

じた 。

 何 処 に 行 くん だ ろ う。 また ， 夜 中 ， 歩 き続 け る

のか な 。

 少 しため らっ て い るのか な と。 こ の家 が 質 素 で

つ つ ま しや か で ○

 感 情 的 に な った のは … 方 で は あ るけ ど。 ど こ ら

辺 の とこ ろで 立 っ てい るの は ， 悪 い 事 考 えち ゃっ

て い るのか も。迷 っ てい る の か も しれ な い 。 ど う

し よ うか な 。脳 裏 に 少 しあ った， 何 か 盗 る とか ，

色hな 気 持 ち沸 き起 こ った け ど団欒 を 中 断 させ な

い で ザ ックザ ヅク と雪 を歩 い て行 く。 この ま ま行

き倒 れ に な るか も しれ な い け ど。 カチ ャ カチ ャす

る音 とか 。一 瞬心 が な ごん だ 。 ひ も じい の は変 わ

らな い け ど，心 のひ も じさは とれ た か も し れ な

いQ

5/N3b

 丘 の上 を 黒 い 雲 が立 ち 込 め て い る 。灰 色 の 空。

歩 い て い る人 。女 の人 。年 配 。何 か 荷 物 。 ど こか

に 家 。遠 く。 この辺 に あ るん です ，家 が 。[(笑い)]

60代 く らい 。ず い ぶ ん 田 舎暮 ら し。買 い物 か な 。

ご主 人 が 待 っ て い る 。子 供 か 友 達 。一 つ の こ の人

の 。朝 出掛 け て い た んだ け ど 。1つ くらい 荷 物 を

持 つ 。 な だ らか な 丘 。食 料 品 。子 供 じ ゃな いみ た

い 。友 達 とお し ゃべ りして 楽 しんだ 。行 っ た時 よ

り重 い か も。か く し ゃ くた る 気 丈 夫 な お ぽ あ さ

ん 。気 分 が結 構 良 い。

 お じい さん とい うか ご主 人が ポ ッネ ン と待 っ て

い る。 ひ と し き り，町 で あ っ た事 とか噂 話 とか，

一 通 り言 わ な い と気 が済 まな い
。二 人 で食 べ る。

久 し振 りの 外 出 だ った か ら暫 くい い 気 持 ち で ベ ッ

ドに 入 った と思 い ます 。 い い 感 じに 感 じ る。

6/N4a

 凄 く悲 しい 絵 。施 設 み た い な ， ア メ リカに あ る

よ うな，未 婚 の 母 の 施 設 の 一 室 。凄 い 狭 い 。 窮屈 。
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病 室 か も知 れ な い 。 とに か く， とて も嫌 な 感 じの

す る場 所 で ，壁 に もたれ て， 泣 い て い るみ た い 。

何 だ ろ う。髪 の 毛 も， 短 い け ど。胸 は大 き くて，

お な か も大 きい 。 左 手 が ， お な か， 押 さえ て る。

祝 福 され な い 妊 娠 。周 りの理 解 得 られ ず ，「妊 娠 は

止 め な さい 。」 と。諦 め 。も う半 分 以 上 ，諦 め 切 っ

た 。絶 望 の気 持 ち を ，抱 い て い る。

 本 当 は ， 妊 娠す る とは ， 思 って い な か った。 嫌

い で は な い 男 性 とセ ッ クス して で きた 子 。周 りは ，

彼 女 の年 とか ， 状 況 を い う。諦 め て し ま って い る

(近い 将 来 は?)産 み た い とい う気 持 ち は ， ゼ ロで

は な いけ れ ど， てだ てを 見 つ け るほ どの 力 を ， 今

は も う， 持 っ て いな い 。産 み 通 そ うとい う力 が な

い 。凄 く憎 しみ とか ，持 って い る 。周 りに対 して 。

怒 りとか ， 憎 しみ 。

 本 当 は， 産 み た い んだ わ ， き っ と 。彼 女 は ， 自

分 の 体 の変 化 ， 乳 房 が 大 き くて， とか ， 違 和 感 な

い け ど，産 め な い。

 そ れ と も，不 本 意 な 妊娠 した のか な 。別 の ス ト

リーで もい い です か?[ど うぞ]私 生 児 。も う， お

乳 張 って ， お な か大 き い 。 自分 の意 思 で な く。 無

力 感 に 満 ち た … 。 物凄 く無 力 。 と りあ えず ， ここ

に い な くち ゃい け な い 。不 本 意 の 妊娠 か も知 れ な

い け ど， 彼 女 ほ ど， うち ひ しが れ て い る人 は ， い

な い 。妊 娠 す る こ と 自体 が ， よ くわ か ら な い 事

で ， そ の人 とセ ッ クスす る気 もな い の に ， 現 実 を

現 実 と受 け 入 れ られ な い 。そ ん な 感 じです ね 。

7/N8

 変 だ な 。 これ は ， 面 白い 絵 だ な ， と思 った ん だ

け ど。 これ は， さっ き の話 の続 きで い く と， と り

あ えず 産 ん で， 養 子 縁 組 で育 て られ てい く。そ の

子 供 た ち が ，本 当 に い っぽ い集 ま っ て泣 い て い る

の で な く， お な かが す い て い る とか ， お母 さ ん恋

しい と泣 い て い るの で な く， 産 み 捨 てへ の抗 議 の

泣 き方 。

 黒 い ，ぼ か り，開 い た 口 と，鼻 の穴 。【(笑い)]凄

く変 で …

 [何か 想 像?]お なか の 中み た い 。 お母 さんみ た

い 。[ど の辺 が?]ぼ か っ りあ い た 穴 。な ん だ か ，

子 宮 を， 超 音 波 で 立 て切 りに み た 時 の 図 み た い 。

本 当 は ，赤 ち ゃんが い る んだ け ど， 産 み捨 て で ，
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「も うい な い よ」。赤 ち ゃん ， 怒 って るん だ ア
。

 面 白い 絵 。抗 議 の 声 と した ら， 共 感 で き る。 妊

娠 して い るけ ど， 胎 児 の い な い子 宮 ，とい う矛 盾 。

お 母 さん の 希 望 。 現 在 ， お母 さん， お なか に抱 え

な い で ， い っち ゃ って る。 う一 ん， か わ い そ う。

8/12MF

 う一ん 。 さ っき の 男 の子(1MFの 主 人 公 の こ

と)が ， 紙 に ， 学校 の 先 生 に 褒 め られ な い よ うな

書 き方 で ， 描 きだす 。抽 象 的 。三 角 形 の黄 色 。 青

で海 。海 に黄 を少 しいれ て， む しろ， 太 陽 の光 り

を表 す よ うな 。静 か な海 。お 日様 の黄 色 。な に か，

海 と太 陽 に な っ て， 彼 の モ ヤ モ ヤが 消 え て ， 満 足

で きた 。… そ うい う感 じ。

 8枚 の プ レー トの 好 悪 度 ： ライ ク ・カー ド

                 N8， N3b

 テ ィス ライ ク ・カー ド N6c

 「あ とは ど うって こ とな い 」 との 感 想



5

文献

(1)

(2)

(3)
(4)

(5)

(6)
(7)
($)

(9)

Allport， G. W.1991 Pattern and growth in Personality. New York：Holt， Reinhart&Winston.

(今田 恵監訳 1968 人格心理学(上 ・下)誠 信書房)

岩熊史朗 ・槇 田 仁 1991a セル フ ・イ メージの発達 的変化一WAI技 法 に対す る反応パ ターンの分析
一 社会心理学 研究6，155-164.

槇 田 仁 他 1965Dosefu Test基 本生活領域 の診断 金子書房

槇田 仁 他 1990 PRT絵 画空想法 入門 金子書房

槇 田 仁他 1992WAI技 法 を用 いた 自我 の 実証的研究(3)組 織行動研究(慶 応義塾大学産業研究所)

No.30(Vol.21)

槇田 仁1992KO式 テス ト・バ ッテ リー作成 の試 み 日本心理学会 第56回 大会発表論文集

槇 田 仁1990性 格は顔で分か る 講 談社

佐野勝男，槇田 仁 1955 臨床心理に於け るテス ト・バ ッテ リーの構成 精神医学 研究所 業績集2，61-82.

佐 野勝男，槇田 仁 1972 精神式文章 完成法 テス ト解説一 成人用一 金子書房


